
事業所自己評価 。ミーティング様式

1.初期支援 (は じめのかかわり)

◇前回の改善計画に対する取組み状況

◇今回の目己評価の状況

実施 日
|

令和元年  8月 8 日 (16:00～  16:30 )

l',i r\'- * 5人

1固ノ、チエック集計襴
よく

できている

なんとか

できている

あまり

できていない
ほとんど

できていない
合計 (総人数)

③

前回の課題について取り組めましたか
' 0人 8人 0人 0人 8人

初回のアセスメン ト時には、今まで以上にご利用者 と、ご家族がどのような支援を望まれているか等

話しを伺 う機会を重ね、ご利用後はケアマネジャー、管理者だけではなく職員間で訪問回数や通いの日数な

どが適切かどうか適宜、カンファレンスを実施する時間をとる。その都度ご家族とも連携を取り合い、情報

交換を行なっていく。

打マネーシ
゛
ャーや管理者だけでサービスの内容を決めるのでなく、職員も一緒にカンファレンスを行ないなが

らご利用者にあった支援を提供するように努めた。

しかし、ご家族の意向が優先されることが多く、ご利用者の気持ちに寄り添った支援とは言えないことも

あった。

1国人チェック集計欄
よく

できている

なんとか

できている

あまり

できていない

ほとんど

できていない
合計 (総人数)

①

本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

かつ
0 8 1 0 9

②

サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か
'

0 8 1 0 9

③

本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますかつ 2 6 1 0 9

④

本人を支えるために、家族・介護者の不安

を受け止め、関係づくりのための配慮をし

ていますか
'

O 5 4 0 9

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

ご利用者 と日々のコミュニケーションを大切にし、会話の中から

配慮してきた。又、新規のご利用者に対して、サービス前に出来るだけ細かい情報を職員間で周知し、職員も

安心して支援ができるように情報を伝えてきた。

とも送迎時、又は連絡帳や電話等で連携を取り、信頼関係づくりを心がけてきた。

ご利用者の気持ちを考え、関係づくりに

ご家族

できていない点 200宇以内で、できていないことと、その理由を記入すること

ご利用者 。ご家族の意向 (サービス回数など)に違いがあり、

ご家族や介護者の不安を出来るだけ軽減できるよう、電話や送迎時を通じて、声に耳を傾けてはいるが、

ご家族の意向が優先されている事がある。

すべてのご家族に対しての配慮が出来ているのかはわからない。

次回までの具体的な改善計画 (200宇以内)

にし、職員間で周知 していく。

初回のアセスメン トはケアマネージャーーと担当者が聞き取 りを行ない、サービス内容を一緒に考え作成す

る

ご家族やご利用者に向けたアンケー ト調査の結果を今後の参考

専 _∩



事業所 自己評価 。ミ‐一ティング様式

2.「～ した い」 の実 現 (自 己実現の尊重)

◇前回の改善計画に対する取組み状況

◇今回の自己評価の状況

実施 日 令和 元年 8 月  8日 (16:00～ 16: 30)

17r," * 5人

個人チェック集計桐
よく

できている

なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない 合計 (総人数)

③

前回の課題について取り組めましたか ?

1  仄
■ ノヽ 「

  X
Э ノヽ 2ノ、 0人 8人

前回の改善計画

'「～ したい」を知っているのではなく、全体で 「関わ リシー ト」を用いて職員が
ンファレンスなどで話 し合 う機会を作 り、利用者の体調や過ごし方を見ながら計|

月の行事などを利用し期間を決め、各担当者中心に、個別でそれぞれの思いに寄り添いご利用者の「～した
い」を実現する。 (H30年 11月 実施予定)

担当者だけが、ご利用者の

利用者の「～したい」をカ

画を立てて実行する。

前回の改善計画に対する取組み結果

ご利用者一人ひとりとの時間を作り、計画を立て出来るだけ思いに寄り添った支援を行なう事ができた。「～したい」を写真に残しご家族にも思いを知っていただける機会になった。

個人チェック集計刷
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない
合計 (総 人数)

①

「本ノ、の目標
か

'

ゴール)」 がわかってぃます

0 5 3 1 9

②

本人の当面の日標 「～したい」がわかって
いますか

' 0 6 2 1 9

③

本人の当面の目標 「～したい」を目指した
日々のかかわりができていますか

' 0 3 5 1 9

④

実践 した (かかわった)内容をミーティン
グで発言 し、振 り返 り、次の対応に活かせ
ていますか

'

0 6 3 0 9

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること
の何 会ヽ ご利用 じ

たた
に

ご利用
,■
/し 。 た ご利用

ご利用 た。

々 レ日 な
た=,く ヽ カ し中話 の )

つ
三a
個 りの や /こ

率=4ロ を望 り惑 で取 り 共有 し の間職員 計画書 作成や
目 さ上ど て して わ ‐

つ 内標 支援 き 関 容 は どな の生活記録 記録か ら
つ 振 返り り の次 る よ支援 繋げ フ し対応

ヽ「担 し し の各 当者 が ヽた 」 の l者の 実現 め し者 の思 を き聞 がな ら Uヽ人 と とり の 時
わを作間 関 0 が

¬手
司ヨ̂ キでり の

章ム

E を笑顔 コ
ワ き| す

|■1
卜」」 と で刀｀ き

できていない点

意欲低下の方や、認知症の方の 「～したい」を聞きだすことが難しくなってきている。
又、ご利用者の思いを知り実現することはできたが、その後の関わりが薄く次のステップヘの目標を意識 し
た支援ができていなかった。

200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

次回までの具体的な改善計画

大きな目標が達成できるように、小さな目標をご利用者、職員 とで考え実現するために会話の時間を多く
持つ。

(200字以内)

新た
な に シ ー 活用

ヽし のた
¬=■予

フ ヽ 現 たる |めりや をす 内施設 で ヽも 体操散歩や 力 ので体 下低 予 防 しを行 な でま の
/ヽ

目 と
■西
4月ヽ

`)
ヽ標目 職員を |も一緒 見 ナ も今後 わ関 り しどト てし く

事一②

事ヽ



事業所自己評価 。ミーティング様式

3,日 常生活の支援

◇前回の改善計画に対する取組み状況

◇今回の日己評価の状況

実施 日 htrsznF BE11 F (16:oo-16:30 )

メンハ ー 4人

個人チエック集計欄
よく

できている

なんとか

できている

めまり

できていない

ほとんど

できていない
合計 (総人数)

③

前回の課題について取り組めましたか
'

0人 8人 0人 0人 8人

前回の改善計画

と。できていないこと」のシー トを活用し、今ご利用者ができてい

とで、次期のご利用者の以前の暮らしを 1()個以上把握することが

者のご家族にも「できていること」を写真でみてもらうことで、

あおぞら館での様子を伝えていく。

センター方式D-1
ることやできていな

できる。あおぞら新

「私のできているこ

いことを理角翠するこ

間を活用 し、ご利用

前回の改善計画に対する取組み結果

たにに職員に以

に

た。にご家族

が全員ヤまャゴの ′いを け 事 で刀｀
ヽ け 情報収集 意識戸 を掛, υ もて 自勺定期の しら 方日|」

1,曇 1

キでIS りよ る
TE~ュヾ
月十″Ц た 。昨年度 改善すコニ カ きチ 付クし ツで て るカ きと何
の を て 「

=」

「
1」事 が 来お らぞ 様子 見 頂も あ 館しをおあ らぞ 発行新聞2 に 回1カ 月

個人チェック集計欄
よく

できている

なんとか

できている

あまり

できていない

ほとんど

できていない
合計 (総人数)

①

の目宅での生活環境を るために

「以前の暮らし方」が 10個 以上把握できて

いますか ?
1 1 6 1 9

②

本人の状況に 入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか
'

`ヽ乙 6 1 0 9

③

ミーテ イン において、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか
' 0 6

0
乙 1 9

④

本人の気持ちや体調の変化に気づいた と

き、その都度共有していますか
'

∩
乙 6 1 0 9

⑤

共有され の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか
' 0 8 0 1 9

できている点

く観察し、常に体調ゃ顔色、声色や気持ちの変化に気付いた時、チームで

ノー トを活用しながら共有出来ている。

体調に合わせてサービスの切 り替えを行なったり、ご家族とも相談し連携も

取れていた。

200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

ご利

ご利用

よを頃日 の様子者の用

りし送生ヽヤ 申し合 活記録や=エ百自

の 者 の方 はに独居特

できていない点

ご利用者の方の情報収集が思うように出来ないことがあり、ご利用者に

より情報量に差がある。

200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

新規のご利用者の方や、認知症の

次回までの具体的な改善計画

間を持つ。

センターー方式D-1を今年度も活用 してい く。

(200宇以内)

も繋げられるように、ご利用者との会話の時ケアプランの目標に少 しで
生活歴を再度見直 しをしなカ`ら、

事一③

く



事業所自己評価 。ミーティング様式

◇前回の改善計画に対する取組み状況

◇今回の自己評価の状況

実施 日 ffu:rtr sE t2 E (16:oo -16 :30)

lYr,. * 4人

個人チェック集計欄
よく

できている できている

とか あまり

できていない
ほとんど

できていない 合計 (総人数)

③

ついて取り組めましたか
'

の課題に

0人 ´  I
Oノヽ 2人 0人 8人

前回の改善計画

ご利用 た に

ご利 ン
´

ン
ジ だ

ル にご利用

に

ヽ者が在 を宅生活 し υ継続 て め 必 支援の一つ要な しと て の地域 民 生方ゃ 貝
ラミ

`て
駐在所 郵便

局 商 ヽ店 が理美容院農協、 どな 介護職員 し訪問時や通 の 日寺送 迎 }
コ用 と=ム■ に

_畳
′lr日 ケー ヨ

マ
′‐

つ アケと てを 不 ヤ でけ な あ必要で れ カ ヽば職員 と関係機関 し しを しの橋渡 て
フの

■4
伯 イ のア 関係機関 を連絡先 記 入 るす 用 紙 が るあ での ビ ス介護サ 以外 もの情報 し記入 て

が誰 て見 わも カ る よ つ す る

前回の改善計画に対する取組み結果

近 況 ご利

に

に
●‐
/し 。

訪 時や送迎問 日寺 の近所 方 か ら おを しき
日日
|コ i:| た り 用 の

ヨム
侶 必 要 とす る資源 の連携 大切乞 しに な■

つが 生 活在 宅 の継続が る来 よ
,_口

卜」_| つ し職員 協力b て き
フ人 ア ルイ ビ ス個 介護も サー の以外 が情報 ちキ

とん Uヽ レ とま め 見 やす の情報 管理 が し
Lに |

|ユ」 て
、1,
Йヽ る と

か ′で理解 しやす

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない 合計 (総人数)

①

これまで スタイル・人間関係
等を理解 していますか

' 0 6 2 1 9

②

本人と、 '地 域との関係が切
れないように支援していますか

' 0 6 2 1 9

③

事業所

どのよ

か
'

が してい し 間に、本人が
うに過ごしているか把握 しています 0 5 3 1 9

④

本人の今 らしに 民生委員
の資源等を把握していますか

' 0 3 5 1 9

できている点

が切れないようコミュニケーションを密にとり、必要時連携を取 りながらご利用者

送迎時や訪問時、地域の方と挨拶を交わし、生活の様子などを聞き、他の職員と情報を共有することが出来た。

200字程度で、できていることと、その理由を記入すること
ご家族や介護者と関

を支え支援してきた。

できていない点 ヽ ヽ200 宇 で内 きで し レて以 ととな のそ を理 由 す記入 る と

 ヽ↑リ 以

ご利用者が ア ~Ё
与

ヒ
'薔 に

の独居
―´
日用 は tlL域カ´

つ 孤 立も しやす の よ月l」 つ な地域 のと り繋が て ) ヽが薄 な して の ヽる で しなは カ
思と つ ヽ ヽ又 今後 のど よ ′) ヤ し

■
つ て し レきた と え

」た

= υて ら るオ■ カの ヽ ヽ十ヽ分 で し し理里li準 てき な

次国までの具体的な改善計画

今できる要がこれからも継続 して行えるよう、暮 らしの様子や晴
追記 していく。

自宅での過ごし方を会話の中から同い、

(200字以内)

報収集を関わリシー ト、センター方式D-1に

事―④

4.地域での暮らしの支援

く

く
く

と

た 。

ヽ

く ヽく



事業所自己評価 。ミーティング様式

5.多機能性ある柔軟な支援

◇前回の改善計画に対する取組み状況

◇今回の自己評価の状況

実施 日 +t 7:..,+ B E l9 ll (10:oo -16 ;30 )

i l.zrr" * 4人

個人チエツク集計欄
よく

できている

なんとか

できている

あまり

できていない

ほとんど

できていない
合計 (総人数)

③

前回の課題について取り組めましたか
' 0人 8人 0人 0人 8人

前回の改善計画

先を記入して、どの職員がみてもわかるようにしていくG

ンンご利
ル にご利用

ヽ レ のスフ で話中 し合υ て | カ ア
/D

てし し る ヤ 一緒もが 資源三ム
憚 ボ|] 用用てし 今現在の 活を 用時期評価

フの の連絡関イア 関係機ヨた
日́はヽ ど者な )当し て の 電話番号や担(

ン
1) 情幸及にな必 要 資源υて´

つ く

前回の改善計画に対する取組み結果

るために、各担当者が資源マップを作成し、全職員がわかる様

しを行っていない為、再度見直しが必要である。
る資源を理解す

、定期的に見直
ご利用者が

にフアイルに

今利用されてい

綴じた。しかし

合計 (総人数)
あまり

できていない

ほとんど

できていない
なんとか

できている
よく

できている

914 4A
υ

だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか
'

自分たち
ヽ
ノ

［́
〕
、

916 02妥当適切に提供されていますか
'

」「宿泊」がニーズに応 じて 「通い」

②

91 06０
ん́

口々のかかわりや記録から

に気づき、ミーティング等で共有すること

ができていますか
'

の「変化」

③

906 21
その日 'そ の時の本人

わせて柔軟な支援ができていますか
'

・ニーズに

④

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

にに
一ヽ``■ユ||

_ヽ/1｀ l」に

ご利用
た。たツ

ヽ|ヽ し て 0「 対「
■

′′し`を「 し 柔軟宿 泊」」「訪間通て 」の 状況 合わせ用 =2́日ビ のス も更変サ名 な
ヽυポ きで てなし

■
りが トサとど し を 用禾11

の な 連携 資源方 関や 係機関域士ll]の で るあ ブ)｀方 はの
章ム
´
日晋5

ン
1)しやすカ‐

マ しコ で理解とプ 作を 成のる か エ何が めが地域資源又る

できていない点

ff ;{<(t, \ /J\' \ : L i\ fi -" ft-"

とと、その理由を記入すること200字以内で、できていないこ

にご利用ご家族ご利
ご利用ご利た

υ カ ンうらえ なれ 争` あ添望希たる め 者 のズ さ る1■ め事 がが優先のりよ も=た偶用
ヽヽ し がし で統 訪た 内容

日日
|口 Jυ カ られ 間職員とな

ニム
相‐

マ ■■ ル σD る 用
」た
徊ア あ,

つ
口日
|口」訪 内容

次回までの具体的な改善計画

一した支援が行えるようにしていく。

ご利用者の思いに少しでも寄り添いながら、話に傾聴し、ご家族にもご本人の思いを伝えられる場面を担

(200字以内)

当者会議を活用 して作る。

誰が見てもわかりやすく内容をまとめ、統アルの見直 しを行い、もう一度、各担当者が訪問flE1l-< = =

事一⑤

個人チェック集計欄



事業所 自己評価 。ミーティング様式

6.連携・協働

◇前回の改善計画に対する取組み状況

◇今回の自己評価の状況

実施 日 令和元年 8月  22 日 (16:00 ～16 i30 )

lTrt'* 4人

個人チェック集計桐
よく

できている

なんとか

できている

あまり

できていない

ほとんど
できていない

合計 (総人数)

③

前回 ついて取り組めましたか
'

0人 3人 5人 0人 8人

前回の改善計画

て事業所で行われる、運営推進会議には職員も参加 していく。ォレンデカフェなどを通じて、事業所
て頂きながら、交流を深める機会を作る。

今後も継続し
へ気軽に訪れ

前回の改善計画に対する取組み結果

議には参加できる職員が限られ、特にパー ト職員は時間帯が合わず、参加できないことが多か
運営推進会

った。

ることが出来た。聞きした り交流を深め
オ レンジカフェには毎月多 くの参加者が来 られ、困 り事をお

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか

できている

あまり

できていない
ほとんど

できていない
合計 (総人数)

①

その他のサーービス機関 (医療機関、訪問看
護、福祉用具等の他事業所)と の会議を行
つていますか

'

0 2 3 五 9

②

センターとの会議に
参加 していますかつ 0 0 3 6 9

③

地域の 団体 ( 町内会
婦人会、消防団等)の 活動ゃイベン トに参
カロしていま ,

0 4 4 1 9

④

登録者 の ども

が事業所を訪れますか
' 0 6 1 2 9

できている点

オレンジカフェや予防事業を通じて、登録者以外の高齢者 。子供との交流が定期的に行なわれている.
他の事業所とサーヒ

゛
ス担当者会議にて情報交換や検討が行われ、きちんと書面にて職員にも伝達されている。

200宇程度で、できていることと、その理由を記入すること

できていない点

毎年、地域のクリーン作戦や、地域の運動会には積極的に参加できているが、町内会でのその他のイベン
ト、会議などには理事長・副理事長しか参加できておらず、把握していない。
ご利用者の担当者会議にも参加出来た職員とそうでない職員がいた。

200字以内で、できてぃないことと、その理由を記入すること

次回までの具体的な改善計画

のテーブルに情報として掲示 し、職員もイベントや地域の情

今年も地域交流会を計画し、地域から事業所を知ってもらえる機会を作る。
[令和元年 9月 こしじ保育園園児来所予定]

(200字以内)

回覧板等で回ってきた書類
報を知る機会を作る。

は玄関や事務所前

事―⑥



事業所自己評価 。ミーティング様式

7.運営

◇前回の改善計画に対する取組み状況

◇今 回の自己評価の状況

実施 日 +ftrt;+B F 26 E (16 : oo-16 : 3o )

l7z'" * 4人

1固人チェツク集計欄
よく

できている

なんとか

できている

あまり

できていない

ほとんど

できていない
合計 (総人数)

③

前回の課題について取り組めましたか' 0人 7人 1人 0人 8人

前回の改善計画

らう機会にオレンデカフェ等を通じて話をしたり、施設にはAEDが設置し

とも知ってもらい、いざという時の取り組みを行なっていく。
地域の方から、もっ (

てある事や、災害時

と事業所を知っても

の避難場所であるこ

前回の改善計画に対する取組み結果

事業所を知ってもらう事が出来た。

の話を密に行い、連携をとることができた。
オレンデカフェには多く

運営推進会議でも

の参加者が来られ、

地域の防災について

個人チエック集計欄
よく

できている

なんとか

できている

あまり

できていない

ほとんど

できていない
合計 (総人数)

①

事業所のあり方について、職員として意見

を言ぅことができていますか
'

0 5
0
乙 2 9

②

利用者、 らの意見 を

運営に反映していますか ? 0 7 1 1 9

③

地域の方からの意見

ていますか
'

を運営に反映し

0 4 4 上 9

④

地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか
'

0 5 3 1 9

できている点

回の全体会議などで意見など発言できる機会がある。

を伺った際は直ちに職員間で周知し迅速に対応している。報告書を記入し

200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

日頃のミー

ご利用者、

ティング時や、月 1

ご家族の意見や苦情

改善点を考え反映できるようにしている。

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

を直接伺 うことがなく、把握できていない。地域の方からの意見や苦情

地域と協働 した取り組みという点では不十分である。

次回までの具体的な改善計画 (200字以内)

て頂けるよう、ご家族やご利用者への案内

ゃすいようにする。

にン

だ

しも参加′ヽミ 祭納 |′京やりち きま 作トので き イな
「
ノヽ事業所

の が で わて りか方 目 見で 地域
′曇i~守

ス タポなで 回覧板や文 ヤす

事一⑦

く



事業所自己評価 。ミーティング様式

8.質を向上するための取組み

◇前回の改善計画に対する取組み状況

◇今回の自己評価の状況

実施 日 令和元年 9月  2 日 (16:00 ～16 :30 )

l)z'" * 4人

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか

できている

あまり
できていない

ほとんど

できていない
合計 (総人数)

③
めましたか,前回の課題について取り

2人 ρ  I
Oノヽ 0人 0人 8人

前回の改善計画

計画的に参加し、パー ト職員も時間内に行ける研修などに声をかけ、職員全体のスキ
今後 も、外部の研修に
ルアップを図っていく

前回の改善計画に対する取組み結果

て研修に参加

に

Vつが全職員 沿画計 スし、 ル事業所全体で キ ア プツ を る図 が
世 r
―

寺
十 出来 た。

研 修 たで得 内容 を ヽ事業所 持
■
つ り ど

ノヽ 、
=:辛

三ユ、
■ヽ耐ヽ/よ のり景 で研修 発表 ′r で行 し 矢日で周職員 きた

個人チェック集計欄
よく

できている

なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない
合計 (総人数)

①
研修 (職場内
いますか

)を 参加 して

2 6 1 0 9

②
資格取得やスキルアップのための研修に参
加できていますか 1 6 1 1 9

③
に参加 していますか

0 0 3 6 9

④
リスクマネジメントに取組んでいますか

0 7 1 1 9

できている点

個々のスキルアップを図るために年間計画を立て、研修に参加する事が出来た。
ヒヤリハットがあった時、職員間で周知し、事故に繋がらないよう話し合いを持ち、再発防止に取り組ん

だ。

200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

できていない点

リスクマネジメントに取り組み、再発防止に努めていたが、同じような内容のヒヤリハットが起こる事が
あった。

200字以内で、できていないことと、その理 由を記入す ること

次国までの具体的な改善計画 (200宇以内)

がら、
ていく。

気づきを大切にし、小さなことでもヒヤリハット報告書を記入 し

防げる事故を防ぐ為のヒヤリハットなんだという意識を持ちな

事―③



事業所自己評価・ミーティング様式

◇前回の改善計画に対する取組み状況

◇今回の自己評価の状況

実施 日 AfnxFsE 2 a (to :oo -16:30 )

9.人権・プライバシー I Yr," * 4人

個人チェック集計欄
よく

できている

なんとか

できている

あまり

できていない

ほとんど

できていない
合計 (総人数)

③

前回の課題について取り組めましたか9

1人 4人 3人 0人 8人

前回の改善計画

ブルの上に置きっぱなしにせず、一日の必要な書類をひとまとめ

にしてお くカゴを用意 しプライバシーの配慮、整理整頓を心がける。
その日の生活記録や、日誌などは、テー

前回の改善計画に対する取組み結果

などは施錠出来る所にまとめ、プライバシーに配慮 しながらの生活記録や個人ファイル

整理整頓を心がけてきた。

ご利用

個人チエック集計欄
よく

できている

なんとか

できている

あまり

できていない

ほとんど

できていない
合計 (総人数)

①

身体拘束をしていない

7 2 0 0 9

②

虐待は行われていない

8 1 0 0 9

③

プライ らオ■ている

3 5 1 0 9

④

1制度を活用している

0 2 2 5 9

⑤

適正な個人情報の管理ができている

1 6 2 0 9

できている点

すたり、職員全体で会議のテーマにあげ職員間でも意識づけが出来ている。

200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

虐待についての研修を受 |

できていない点

来ていない。特に排泄の声掛けや スピーーチロックなど無意識なうちにプライ

バシーにかヤリていることがある。

200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること

難聴の方に対しての配慮が出

次回までの具体的な改善計画

日ごろからも、職員同士声をかけ合い注意し合える環境を作っていく。

(200字以内)

た研修があれば職員にも参加 してもらい、不適切ケアに対する定期的な意識づけが大切。そ ういつ

事―⑨


